
 

 

わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
福
祉
施
策
切
り
捨

て
の
「
事
業
仕
分
け
」
の
方
向
を
転
換

し
て
、
削
減
さ
れ
た
施
策
の
復
活
・
拡

充
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
や
介
護
保
険
料

の
軽
減
な
ど
、
く
ら
し
・
福
祉
の
施
策

の
充
実
を
求
め
て
の
も
の
で
し
た
。 

民
生
費
割
合
は
２
９
・
３
％
と
前
年

度
の
３
１
・
８
％
か
ら
減
少
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
権
限
移
譲
に
よ
る
教
職
員

関
係
費
が
３
９
３
億
円
あ
り
歳
出
合
計

が
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。 

こ
の
部
分
を
差
し
引
い
て
計
算
す
る

と
、
民
生
費
割
合
は
３
２
・
２
％
で
あ

り
、
前
年
度
の
３
１
・
８
％
と
ほ
ぼ
同

様
で
、
最
下
位
レ
ベ
ル
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
土
木
費
も
同
様
に

計
算
す
る
と
１
５
・
８
％
と
前
年
度
の

１
５
・
９
％
と
同
様
で
、
政
令
市
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

新
潟
駅
周
辺
地
区
整
備
や
新
潟
中
央

環
状
道
路
、
万
代
島
ル
ー
ト
線
な
ど
の

大
型
開
発
事
業
の
合
計
１
２
２
億
円
が

民
生
費
割
合
を
押
し
下
げ
る
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 

雇
用
の
創
出
・改
善
の
具
体
策
に 

乏
し
い
予
算 

人
口
減
少
を
く
い
と
め
る
う
え
で

も
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
う
え

で
も
、
雇
用
の
創
出
と
改
善
は
不
可
欠

の
課
題
で
す
。「
雇
用
が
生
ま
れ
活
力
が

あ
ふ
れ
る
拠
点
」
を
標
榜
す
る
も
の
の
、

具
体
的
施
策
は
乏
し
い
も
の
で
す
。 

「
本
市
の
農
業
の
最
も
大
き
な
特
徴

は
、
日
本
一
を
誇
る
水
田
耕
地
面
積
と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
シ
ヒ
カ
リ
で
す
」
と
、
「
新
潟
市
農
業

構
想
」
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
農
業

施
策
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
農
業
特

区
に
力
を
入
れ
て
い
る
反
面
、
減
反
廃
止

で
不
安
を
抱
え
る
多
く
の
農
家
に
対
し

て
展
望
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
潟
市

経
済
に
お
け
る
農
業
の
重
要
性
を
ふ
ま

え
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

公
契
約
条
例
の
制
定
や
、
非
正
規
職
員

の
賃
金
を
抜
本
的
に
改
善
し
地
域
経
済

に
貢
献
す
る
こ
と
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
、
雇
用
の
改
善
で
活
力
を
取

り
戻
す
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
「
水
と
土

の
芸
術
祭
２
０
１
８
」
の
開
催
準
備
な
ど

に
力
を
入
れ
る
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
推
進
予
算
に
３
千
万
円
余 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
「
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の

導
入
」
の
事
業
費
に
３
１
４
６
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。 

連
節
バ
ス
を
さ
ら
に
４
台
購
入
す
る

こ
と
や
専
用
走
行
路
の
設
置
が
見
送
ら

れ
た
こ
と
は
、
市
民
の
批
判
の
高
ま
り
を

恐
れ
て
の
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
い

さ
ぎ
よ
く
、
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
第
１

期
完
成
と
し
て
い
た
計
画
は
や
め
、
「
生

活
交
通
の
確
保
維
持
・
強
化
」
に
こ
そ
抜

本
的
に
力
を
い
れ
る
べ
き
で
す
。 

 

大
型
開
発
は
補
正
と
合
わ
せ
て 

１
７
６
億
円 

新
潟
駅
周
辺
地
区
整
備
に
６
２
・
６
億

円
、
新
潟
中
央
環
状
道
路
に
４
４
・
６
億

円
、
万
代
島
ル
ー
ト
線
等
の
直
轄
事
業
負

担
金
に
１
４
・
８
億
円
な
ど
大
型
開
発
事
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新
潟
市
２
０
１
７
年
度
予
算
案
に
対
す
る
見
解 

 

 

２
月
１
４
日
に
新
潟
市
が
発
表
し
た

２
０
１
７
年
度
当
初
予
算
案
は
、
前
年

度
比
３
８
２
億
円
（
１
０
・
６
％
）
の

増
と
な
る
３
９
７
５
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
県
か
ら
の
権

限
移
譲
に
伴
う
教
職
員
の
人
件
費
が
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
け
ば
前
年
度

比
で
１
８
億
円
（
０
・
６
％
）
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

民
生
費
は
、
前
年
度
比
２
４
億
円

（
２
・
１
％
）
増
、
普
通
建
設
事
業
費

は
「
２
０
１
６
年
度
の
大
型
補
正
予
算

（
１
４
４
億
円
）
と
一
体
的
に
、
新
潟

市
の
拠
点
化
に
資
す
る
事
業
」
な
ど
を

推
進
す
る
と
し
、
前
年
度
比
２
８
億
円

（
▲
６
・
２
％
）
減
と
し
て
い
ま
す
。 

 民
生
費
は
政
令
市
最
低
レ
ベ
ル 

土
木
費
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
は
変
わ
ら
ず 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
こ
の
間
、
全

国
２
０
の
政
令
市
の
中
で
最
下
位
レ
ベ

ル
に
あ
る
民
生
費
割
合
を
高
め
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
２
度
に

 

 業
の
合
計
は
１
２
２
億
円
で
す
。 

２
０
１
６
年
度
当
初
予
算
で
は
、
こ
の

３
事
業
の
合
計
で
１
３
５
億
円
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
１
１
月
と
今
年
２
月
の
補

正
で
、
３
事
業
あ
わ
せ
て
５
４
億
円
が
計

上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
あ
わ
せ
れ
ば
２

０
１
７
年
度
は
実
質
１
７
６
億
円
の
予

算
と
な
り
、
前
年
度
当
初
を
は
る
か
に
上

回
る
も
の
と
な
り
ま
す
。 

新
潟
駅
周
辺
地
区
整
備
は
、
こ
れ
か
ら

多
額
の
費
用
を
か
け
る
万
代
広
場
の
整

備
が
始
ま
り
ま
す
。
計
画
を
大
幅
に
見
直

し
事
業
費
の
圧
縮
に
努
め
る
べ
き
で
す
。 

 

市
民
の
要
求
が
実
っ
た
も
の
も 

こ
う
し
た
な
か
で
、
わ
が
党
や
関
係
団

体
が
求
め
て
き
た
、
高
齢
世
帯
も
対
象
に

拡
充
さ
れ
た
「
子
育
て
・
健
康
長
寿
の
た

め
の
健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
」
、

「
子
ど
も
貧
困
対
策
推
進
計
画
策
定
」
の

費
用
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
や
、
市
の
臨
時

職
員
や
臨
時
保
育
士
、
図
書
館
司
書
、
学

童
保
育
支
援
員
・
補
助
員
等
の
時
給
が
ア

ッ
プ
し
た
こ
と
、
県
か
ら
の
教
職
員
の
権

限
移
譲
に
伴
い
、
少
人
数
学
級
が
小
学
校

３
・
４
年
生
ま
で
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
前

進
で
す
。 

              

１
月
２
６
日
、
生
活
と
健
康
守
る

会
新
潟
市
連
絡
会
が
市
営
住
宅
家
賃

減
免
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
に
つ
い

て
市
の
住
環
境
政
策
課
と
交
渉
し
ま

し
た
。
党
議
員
団
か
ら
は
、
飯
塚
孝

子
、
野
本
孝
子
、
平
あ
や
子
の
各
議

員
が
同
席
し
ま
し
た
（
右
の
写
真
）。 

新
潟
市
の
市
営
住
宅
家
賃
減
免
制

度
は
、
全
国
の
政
令
指
定
２
０
市
の

中
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。 

実
質
賃
金
の
低
下
や
食
料
品
な
ど

の
物
価
上
昇
、
社
会
保
障
の
負
担
増

な
ど
で
市
営
住
宅
家
賃
の
支
払
い
が

困
難
な
世
帯
が
増
え
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
市
の
制
度
は
減
免
率
が
低

く
、
県
営
住
宅
に
比
べ
て
も
基
準
が

低
く
な
っ
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

  

党
議
員
団
が
長
年
要
望
し
て
き
た

「
非
核
平
和
宣
言
都
市
」
の
常
設
看

板
が
市
役
所
前
広
場
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
（
昨
年
８
月
・
左
の
写
真
） 

         

 

 

人
口
減
少
対
策
調
査
特
別 

委
員
会
が
行
政
視
察 

１
６
日
、
１
７
日
の
２
日
間
、
人
口
減

少
対
策
調
査
特
別
委
員
会
の
行
政
視
察

が
行
わ
れ
、
党
議
員
団
か
ら
は
、
特
別
委

員
会
委
員
長
の
飯
塚
孝
子
議
員
と
、
委
員

の
平
あ
や
子
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

初
日
は
静
岡
県
浜
松
市
役
所
を
訪
れ
、

「
浜
松
市
“
や
ら
ま
い
か
”
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、

２
日
目
は
３
０
代
の
子
育
て
世
帯
の
人

口
増
加
が
顕
著
な
千
葉
県
流
山
市
の
市

役
所
を
訪
問
し
、
「
流
山
市 

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
流
山
市
は
定
住
人
口
増
加

策
と
し
て
、
共
働
き
の
子
育
て
世
代
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、
共
働
き
世
帯
が
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。 

新
潟
市
も
財
政
面
を
含
め
、
出
産
、
子

育
て
を
し
や
す
い
社
会
環
境
づ
く
り
に

本
腰
を
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

このチラシは政務活動費を利用して作成しています。 

渡辺有子議員の
代表質問は、明日
２４日の午前１０時
からです。 
原発再稼働、共謀罪、南

スーダンＰＫО、ＢＲＴなど

で市長の政治姿勢をただし

ます。多くの方の傍聴をお

願いします。 

 

 

２月議会の日程 

２月２３日(木) 議会運営委員会 

本会議（代表質問） 

２月２４日(金) 本会議（代表質問 

３月 ２日(木) 議会運営委員会 

本会議（一般質問） 

３月 ３日(金) 本会議（一般質問） 

３月 ６日(月) 本会議（一般質問） 

３月 ７日(火) 本会議（一般質問） 

 


